
灘．緩韓（繊3、蕊）

　　　　　　　　冷灘排水地下鵜撤鶏騨す懲調鷹報普鷺

一おもに東饗1〆・一鷺ンK．K．における試験凝霧1の中1灘藩欝一一

轟　橋　禰厳

勲綴麟難籍薫薫辮縫奮1繊撫難撫壌灘醸賦謙欝騰羅w蕪総

　　　　　　　　　　　　翼鱗無聡融，臓3．講

艶檎

　輸

羅謹譲至燃／瓢熱1

擬麟貰室

　　　　　蕊S、襯ξ灘灘膿／鰍）簸蜘聯幽慕1（黙！勲！y絃雛£糠難蜘鱒蓄蓬1騨繊蓋w謝r雰

業無W錘窪蜘1撫蕪膿1憲1離／撒1隷r鋸緯、｝主醜塾撚瞬“（灘饗鞭／至1登磁／ガ獅灘畿翻難S蕊薫

w灘ri撫罵鎗1懸・気τ戚鵬／勲筆｛毫至蘭㍑y磁丁蕪／霧鷺麟翼民灘．3蓬贈．

　　　　　鷺驚麟搬塑ξ｝載総薦叡勲恥（｝奪、蓑．聾　（｝慈掘業瞬藤1竃壌撫1鮭臨麟餓多笈・

　　　　　窮驚瞬総童鰍w癖1至驚綿覧戯s麟張亙撫擁／｝嫌《｝賊罵£轍1，騨漁、滋織　 ゴt旛瞬劔歓至戦麟r

編難撫瞬／s乳麟葦縣．雛豊t、癒麟甑写ぐ》緑鷲｝1瞬藤繊t鵡鷺駄霊／翌罵慧厳ミ、ぎぐll雛語重涯繍

茎）濾催麟麟黙t冨多ぎ童捻／編鱗y驚r鐙轡融戯

　　　　　　　　　　　　　　戴　　　瓢
　　　　　　　　　　　　　　舗　　　　騨

　“）地下1水源保・蓬なを酎舵する冷薫1醐水搬、下還，、1騒、藻

験の鎖雄！ぐ，t，鵡難薩鍵／下7奪塩水化抑．最瓜、対策と1し

て拶、）蕪入選、．触式に警隆下；嬢灘1灘嫌を行加た、、

　（慧）で総蛸，．、舗洲 滅には南海大地懲　鱒葦「麟

沈下／、二伴なつズ、、1、球、翫、臨下水中への癒水齢継1が趨

めて顕脚び〆絶廉．叢　モ．◎聴1年用水型、烈麹進出に虹／

つてそ群臨水／とが〆雛藝れる可繊、、．ilがあ護））で，Il／蓑∋

亀、は艦く訟れを鯵、雛／り　／蒙打1ま、1しておきたいと　3えら

オ竃たため，、乱瀞1絃ず灘騰’1玉北、獅1凍邦レー一驚葛翌《謹《．

徳、1論、納鶴そ（ダ／，い翻1欄薪ll妻けて，水位，cヒ

などの潮圭諭律そぐ㌔乱いたが，併蜷ゴて圧「入丼を方之し，

績著野川表流演過水を亨碧！報二bたー．てll入し　地靴水

ゲ変化を観察し、，た

　（紛圧入井ばそびン琶ゾラげマン碧蚕1法に、試i）側

噴惑を防ぎ，∫二1入、水 　ひっいては積　　　急1汁轍よつ）ぐ精

確な記録をどた，、

　（紛至1味鷺（／戴こわプ1諜遜三入経過）プも，幾初灘灘

館／駄》割鰐磁人毒蕊できたが，試験群後醸財よ数次に

わた験簸、！1ニヘの饗，泳が生じ，圧入水鞭減少uなければ

なら欺くなつたため，全1蟻置』磁！入水遷、購約齢，ζX撫♂

灘誘　鶏

1揃に．舞、漁り，、／だ期待t’ノ鋸、盤　〉圧入，効果／、縫謙／ぐ

い欺い、ぴ／〆かい民に1．護、／｝剛、．た揚水。擁の一蟻」紅は！、

水の増1繍t㎡．てい裂　）を減少熱癒灘纐向を　．鴇ズお1），メ1

爺，、 包）技術的杉更討を行なつて》圧入「水『鴇欝加すると

ヨに，畳時欄／こわた〕｝て継続1れ／戯　鍵／塾をあげ

兇通／〆がえ瞬1〆1◎・る軌

　（の・とくに技御麟二地．／、、‘轍／鞭防、貯できよう’げ

ラヴテ、イン。グli・郵1について／ナ濠三必p墨婁である肇

　（のll師購年雛二予鱗、1、懸ゴ行なつた広島1　原市

帝麟入遭繕糸KK』1原二1二懸垂の．聴下水臨水化／3il、、1．i．望頚．1能

性／γ）いては，ll7頑羅保に乖、1紬ン．難通乱．ガヒかない

鐙で，3．i）あえず試、毒．騒、羅罫を延期し、・た鎌

　（7）前群1擦くした葦雌’市1蟻編、拶．垂駄K，名古

／ニメ、ll｛、）排水地下還流評1舷，伊、騰翻瓢に爆よる被’罫、蟹、

うよ嘘除去で慈ないのpで，3（撫雛ゆ注入駕1掌なつた

拳　／嚢聾撒唇i．鼠麟タ，　噂叉f　緯認員窮餐二志二嶺＿　ぐ墾離妻藝摩｝嵩）ζ二と　と　しプ敏9

蕊．蜜えが琶

　徳、鶴，夢、一瑠 調洲に1 樽善蝕鮨帯には地下鴛£凶・3（醸付

近に制限煽と／鰍．ズ趨潤有効ノ1黒粘！癩があ！），そ鈴下

飲欝驚糞瞭曙礁｛海一1勤砂礫層があ鷲）て・有力な

榔三縄下水を藏L．てい導．その一都住蕉ア郵帯7、1雷繭、激，

7！
一
（三、鋤



雛質 蕊1讐，糊毒鞍驚（奮蕎置3巻　 鱗憲窯遡・）

　　　　　議義　灘　　　　　 難7　達

　　　　　　　　一　　　　　嵐　　　 遮－　　謝　　　δ
　　　　　　　　　　　　　　　廓気〆　　　卜

黛、　判甲　　　　　《輸…薩　　1

　　　～　　　トポt
　　　、　　　　　　　　　　　　　．〆“漣　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　が　　　↓＿くこ一、〆〆一饗涯三態を｝，、鷲

　　　　穐

　　瀦一　鑑！》　　轡
が〆　懲〉プ寝転滋鞠難擁，
　　　　　一　　　＼　　　、無短騰

　　　　　／、　　駄、 緯聾》　　憾　　　二鳳瓢

　　　　　1、　　　，／
　　　　　　　　　　　　　　烹
　　　　　ノノ　　　曳　一
　　　　　緯　嵐薩

　　　　　薫　・・論特嘘

　　㌣旧　　　気一嵐蔚　　　　　　　　、機
二

避墾入〆／、緊難鯉、　、麓、箇拶臨瞬濃数i

舞謬箏レー繋ンK．K．婁購翻蓼セ膿ツアンK』1翫勺隣£璽羅碧戎

鷺．K．，　／費糞奮願嚢K，K、など騎ヅく麟繕劉オげ藝ヌ紅猛蕪、1鋒

　釜才学な綬）ている蹟　さ沸鉱、、は㌔二の貰膚飛鑓慧の湿毅欝」多講シぴは峯警

Lマ・煎嚢才讐駕しズ、寧その豪流才“激欝三馨蒙に奉愛∀やン》な捻灘聾撚ご菰げ）て

いる籍　ここでは騨韓幸蘇ヅく糞甑黄鋳雀よげ㌻｝て1羅慧つ驚毒慰㎜ド導嚢鋤1の

搬二め，鋸擢オくグ）郷一1烈職，顔福激津∫1：ll灘為遮薗（）蒙敦茎鷺黛の、L溝藝寒ψξ

にも及んでレ・る昏　また臨1毎部におけ婦屡皮薫地下水は次舞導

毒鍵、1、簑水化の一・途をたど！），その一部では地下擁くの揚水轍

あた嚇て不安な場醸が生じ㌦いる．年々用水型工驚の増

力r　も期llわつて率皮縫三鍵ジ1ぐオくの謄萄力鐘矯曇嶺よ，次講＿二塩罐く紅よ

つ騨◎滲録ヤさ勲／讐購漿籔1が、1薫琉鎖、嚇提1鶏かつて凝ゴく烹醒オぐいる傾

霧弔叢凌〉る韓

　と償＿努切川河畔の東邦レー一鷺〆狐K一、鷺脚絡県下

鳶瓢ヅづ縄／莫をも鴫）鍵薪1ぐ雌くめ＆盗瓜、楽層讐として蓬勢雌くさ暴『ギぐヤ・る燈

こ蒜で隷約叢敬本σ麟麺！く男二賦よつてまかな劇藤～胆ぐいるが・

ザ殺ヌ鶯の灘、欝．響韓難醤撚よ三フ鶯　　に藩欝をニラ“饗〉鶴嘘堀卜¢）一嘉1シび／1よ蕗｛

水、一呼び1、ムみ，地下水申のC呈鱒増加が次第に躍．》れるよ

う／轍ダ鷲）ヂご鞘

　践縫露繕嗣鍵蚤甥至酬誉／汰・こ勢Lノ六講享／脊紅力孟ノ寿窯誇界樹ぐ争媛ゴド踏く溺1

欝㌔、一1．島の簿匙、轄から夢雌ゴ1党叡灘雛盤こよつてす胤しで漣講蕪湾くイ慧

「を終唾欝ら／ず，義糟プ寸する悪鑑墳く’）i、～、へを麟1、癒構→る警瀬ダでン　と

勢あえいず欝箋夢饗レ与一甲欝ンK．蓄墾．肇葱垂嚇二i二；残舅プ撃鷺灘ゴ1ズ雌く講汚獄の

プごめ鍔）貰三，7㌧讃二灘鷺懸嚢を1諦廼1も。た導

　耽の報轡はその試験恭繋果に関す遜螂月講ミに．潟篤

ぎ桝覇ll華であつ枇，計画胤．1．．体はノ、窯鑓延。磐がラ測定趣観測

隷1藩需霧鶉○心軌（欝灘瞭≧欠夢3幡村蹴1｝罫癒蛇餐．7k肇ξラ麟手計の・一薪き／ま

ぞ憲繊喜／奨？勲響ぽ七iコ．δ彗　欝斗欝　1し，撰葺需讐藝が一一季爵と1りまと

めたもぜアび澄）る番

　な薯δ3振奮響度1二舞に，　響予樫／泰ご欝墾構賓遜．、，な造率潟講養K、K．三擁ξ

15舞ダ）鑛謹噂くイ麟爾y、藪1対鎌馨謄参属導饗鱒窒韮を．謝鞭鐵鑓彰藩が葬償紡導篠

K．K．名劃薫工垂の排水地下還｛，驚試験の一繭部を行なつた

が，これ、ら韓ついてもその結果を　ぽ嘩に要旨中に示して

おいた．

霊．地下水塩水化防止鵜ための羅λ跡の獺犠く

欝瀬弔レー鍵ンノK．K、委慈妻酷二1二麟難弩グ　／舜拶9穿ll鱗二に舞峯黛！藪iに

㌧

＼
　ドド甲ρ　　L

　、

　　　ヂ、ノ1急

　　ノノ　　　勘

　ノ　ノ　ノ
　／
〆

ノ

ノ

　　〆叫
ノノ輪

　　〆ノ

　ノノ
／

ノ

ダ

i魯

、

、　　　　　　魯
＼

　、

　　　　　　　　　　　　　』、．

　　　　　　　　　　、、．．

　　　　　　　　　　　　　曳、　頴
　　　　　　　　　　　　　　＼監、
　　　　　　　　　　　　　　　＼．　　へ＼
　　　　／3㌧ノ甥ゴ　　，　瓢　1

　　　（・織冬攣1騨琶讃

　　　　　　　　　　、／　君／

　　　　　　　　　　／

　　　　　　　　　！
　　　　　　　　ダ／　乙／織欝　　買、璽1）

　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　ー
　　　　　　　ノ／
一噛一隅＿猟＿脚騨ぜ岬〆　　　　　　　判一ノ～

薄霧没彗這誉、夢鉾と慧塔藻愛華轟港くアトとご　1、琵系嚢璽　1鑓

、舞、婁三、喬れ難ような地下水強費ll灘井戸轟蕪さくを葡焦なつた塾

瀬1きく塵鷹蓬賢譲麟戴薯“、ノー鍵ンK．K．二鷲擁1勾鈴書器1水が塗‘1〉うち

で，とくに（》セの増大してトい避3号井1雛欝、接L藻地、轄

をえらび㍉ン　さらに塩ガくの侵』汽プ償稀享3，歎℃厳艶醐ド暦く8）瀦韮籔」プy

糠

一ご脚

輯擁．

ヒ占∫1 　置墨ダ

濠
」

、5P

翻ごフ

暴

膨1．
離認1
膨
垂1　ゼ獅
i　譲遡1・罵糟｛二

曇　i
l…l
li　i

欄l　i
謝
義珪i
、li　iご巌身

3購

・2ごフ

、羅

鍛7

　　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　註
　　　　　　　　　．／
　　　　　　　　／”
　　　　　　　／
　　　　　　ノ！

　　　　　／

　　（／　　　　　　　　　　　　、　　、近、＿蜂

・＜　　　　　　　　　　　　　き異欝　　　　．’　7r、、
　　　唱

　　　　　＼、
　　　　　　　＼＼
　　　　　　　　　＼＼
　　　　　　　　　　　＼，

　　　　　　　　　　　｝
　　　　　　　　　　　、、
　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　∫
　　　　　　　　　　　　陳、

紺

／肇m

憲ア捗摂　多婆　㌍　』臨胃㌧蓋P茎瓢器二蕪舞薬撃こ

肇藻きくtノ洪間糞螢ジ乱、鍔　藩鑑竃蟹藁欝i瀬

～

＼
　ン

　薗
　＼
　　～
　　＞

72一（巽薦）



冷却排水地下還流に関する調査報告（高橋　稠）
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東邦レーヨンK。K．構内における圧入井と揚水井との関係を示す地下地質模式断面図

の
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」
50・　（フ

向などを考えあわせて，また注入用水源からの配管操作

の制約もあるので，この点などを考慮して，つとめて水源

の確保が容易な地点に位置を選定した。なお掘さく井は

セメシトグラウティング工事を施行して犀入井に仕上げ

た。圧入井の掘さくは浅野さく井工業K・Kに委託させジ

35年9月2目に竣工した。井戸の構造は深度が46m，掘

孔径は18吋，ケーシン／グ孔径は14吋である。掘さく結

果による地層図は深度30～46mまでが砂櫟層となつてお

り，電気検層の結果（第3図参照）によりストレーナを

決定した。1なおケーシングは肉厚が8m／mの14吋鋼管

を用い，ストレーナの構造ほまど明型とし，管周に対し

て16等分に配列されるように開孔し，’長さ16mにわたつ

て装管した。ケーシング挿入完了後は約150時間にわた

つて揚水を行ない，井戸孔内の洗浄を実施した。なおこ

れは揚永をく，りかえすことによつて地下水を孔内に流動

させ，目ずまり障害をとりのぞき，圧入の効果を最初か

ら高めようとしたためとくに念を入れたのである・圧入

専用井の構造図は第5図に示されるようなものであるが，

掘さく工事の経過は第1表に示すとおりである。

3．圧入井試験

　圧入井の掘さく工事が完了し，9月19日からいよいよ

最初の注入試験を行なつた。なお都合により試験のため

・の注入水は東邦レーヨン：K。K・が今切川から取り入れて，

現在工業用に使用している表流水の一部を使用させても

らつた。最初はまだ流量計の装置が取付けられておらな

かつたので，正確な数宇を計測するまでには至らなかつ

た。このためやむを得ず送水ポンプの圧力ゲージによつ

て注入水量を推定した。10月1目～3目にわたつて写真に

見られるような積算式の流量計を取付けることができ，

この結果積算流量と瞬間指示量とが正確に記録されるこ

乏ができるようになつた。流量計の取付後は時問あたり

20～25鉛3の割合で注入のかたちをとつて昼夜にわたり

圧入試験を継続した。しかし間もなく地上への漏水現象

が発生し，このままでは注入試験を継続することが困難

となつた。すなわち次第に井戸側管の外をかためている

・セメント部外周に沿つて水の噴き出しが増加し，地上へ

の湧水量が増大するばかりなので，一時圧入を中止しな

ければならなくなつた。こうした地上への湧水は井戸仕

ク3一（167）
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第1表　東邦レーヨンK．K。における昭和35年度圧入井きく井工事ならびに圧入試験の経過について

期’ 間

昭和35年6月11日

　〃　6月12日～21日

〃

！
“

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

7月5日～23日

7月27日～8月7日
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12月6日～昭和36年
3月末日まで

作 業 の 内， 容

注入管q50％）

圧入井きく井の請負は，入札により浅野さく井工業KKに決定

掘きく地点付近の予察調査を実施

東邦レーヨンK．K徳島工場内今切川畔のさく井地点再榛討

圧入井の掘きく工事

圧入井の仕上げ（セメンティング工事施工）

井戸洗浄のため揚水作業，ならびに送水パイプの配管工事

工事竣工検査

注入試験実施（第1次）

積算式流量計の取付（注入一時休止）

注入試験継続

地上漏水のため浅野きく井工業K，K．の手によつてセメンティングの補強工事

セメント硬化の養生期間

第2次圧入試験の継続
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第5図

O覧小　　砂

　　イ東邦レーヨンK．K，構内の圧入井施工図

図版1　　注入水圧入ポンプ（工場側から借用）

図版2　　注入水量計測用ルーッ流量計

上げの不完全なことに原因があると考えられ，再度のセ

メンチング工事が必要となつた。このような地上への噴

き出し現象は当然起るべき障害として予想していたので．

さらにセメントグラウティングをやりなおし，補強工

事を実施することにした．このようにして圧入井として

の構造を強化することによつて，さらに充分な圧入操作

が期待できるものと判断し，ふたたび浅野さく井工業K・

K．にセメンチン！グの補強工事を行なわさせた。まず地表

から割合に浅いところでは軟弱な砂層からなつているの

で，この部分における地上噴き出しをおさえることが必

74一（168）
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